
横
河
ブ
リ
ッ
ジ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
は
4
月
20
日
、
取

締
役
の
高
田
和
彦
氏
（
横
河

ブ
リ
ッ
ジ
社
長
）
が
社
長
に

昇
格
す
る
人
事
を
発
表
し

た
。
藤
井
久
司
社
長
は
代
表

権
の
あ
る
会
長
に
就
く
。
い

ず
れ
も
6
月
25
日
付
。
高
田

氏
は
引
き
続
き
横
河
ブ
リ
ッ

ジ
社
長
を
兼
務
す
る
。

◇

◇

高
田
和
彦
氏
（
た
か
だ
・

か
ず
ひ
こ
）
85
年
東
京
大
学

大
学
院
修
了
、
横
河
橋
梁
製

作
所
（
現
横
河
ブ
リ
ッ
ジ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
入
社
。

05
年
横
河
ブ
リ
ッ
ジ
技
術
本

部
技
術
研
究
所
長
、
11
年
横

河
ブ
リ
ッ
ジ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
取
締
役
兼
横
河
ブ
リ
ッ

ジ
取
締
役
、
16
年
横
河
ブ
リ

ッ
ジ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取

締
役
兼
横
河
ブ
リ
ッ
ジ
常

務
、
18
年
横
河
ブ
リ
ッ
ジ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
兼

横
河
ブ
リ
ッ
ジ
社
長
。
広
島

県
出
身
。
60
歳
。

建
設
機
械
レ
ン
タ
ル
大
手

の
ア
ク
テ
ィ
オ
（
東
京
都
中

央
区
、小
沼
直
人
社
長
）は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

と
し
て
、
架
設
型
ユ
ニ
ッ
ト

ハ
ウ
ス
を
改
良
し
室
内
を
清

潔
に
保
つ
「
仮
設
陰
圧
ハ
ウ

ス
」（
写
真
）
を
開
発
、
レ

ン
タ
ル
を
始
め
た
。

同
ハ
ウ
ス
は
全
長
5
・
3

ｍ
、
幅
2
・
1
ｍ
、
高
さ
2

・
3
ｍ
。
中
に
入
る
と
、
第

1
室
の
小
型
集
じ
ん
機
付
エ

ア
ー
シ
ャ
ワ
ー
で
体
に
付
着

し
た
ウ
イ
ル
ス
な
ど
を
落
と

し
て
か
ら
、
第
2
室
に
進
む

仕
組
み
。

室
内
の
気
圧
を
マ
イ
ナ
ス

2
・
5
Pa
以
上
に
設
定
、
換

気
装
置
で
空
気
を
循
環
さ

せ
、
抗
ウ
イ
ル
ス
の
ヘ
パ
フ

ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
排
気
す

る
こ
と
で
、
ウ
イ
ル
ス
を
外

部
に
流
出
さ
せ
ず
に
室
内
の

清
潔
さ
を
保
て
る
。
ど
こ
で

も
す
ぐ
設
置
で
き
、
中
長
期

間
の
使
用
も
可
能
だ
。

当
初
は
問
い
合
わ
せ
状
況

に
応
じ
て
生
産
・
保
有
し
、

全
国
の
営
業
拠
点
で
展
開
す

る
予
定
。

キキ
ョョ
クク
メメ
タタ

小小
寺寺
健健
史史
のの
アア
メメ
リリ
カカ
報報
告告

（
前
号
か
ら
続
く
）

も
ち
ろ
ん
品
質
が
一
番
で

は
あ
る
が
、
同
時
に
、
上
記

の
足
場
内
へ
の
休
憩
所
の
設

置
も
含
め
、
作
業
員
を
大
切

に
し
て
施
工
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。

例
え
ば
、
歩
道
は
休
日
、

自
転
車
専
用
道
に
な
る
が
、

平
日
は
完
全
閉
鎖
し
て
施
工

の
た
め
だ
け
の
通
路
に
な

る
。
そ
こ
に
機
材
を
設
置
し

（
常
設
！
）、
そ
の
能
力
を

最
大
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
た
（
エ
ア
ド
ラ
イ
ヤ

ー
や
集
じ
ん
機
な
ど
は
、
設

置
場
所
か
ら
現
場
が
離
れ
れ

ば
離
れ
る
ほ
ど
能
力
が
落
ち

て
し
ま
う
）。

当
然
、
設
置
が
難
し
い
物

も
あ
る
し
、
無
理
も
で
き
な

い
だ
ろ
が
、
品
質
や
作
業
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え

る
と
、
最
大
限
の
こ
と
は
し

て
い
る
と
思
え
た
。
日
本
も

近
年
は
働
き
方
改
革
な
ど

で
、
作
業
員
へ
の
対
応
が
良

く
な
っ
て
き
て
は
い
る
が
、

も
っ
と
改
善
で
き
る
は
ず

だ
。
真
似
で
き
る
ア
イ
デ
ア

は
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
た

い
。Ｇ

Ｇ
Ｂ
は
ア
メ
リ
カ
の
橋

の
中
で
も
少
し
異
質
だ
。
こ

の
橋
だ
け
を
管
理
す
る
人
が

い
て
、
こ
の
橋
だ
け
を
作
業

す
る
人
が
い
て
、
こ
の
橋
を

守
る
た
め
だ
け
の
塗
装
仕
様

に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
橋
を
見
た
だ
け
で

ア
メ
リ
カ
の
す
べ
て
を
語
る

つ
も
り
は
な
い
が
、
日
本
の

足
り
な
い
と
こ
ろ
は
見
え
て

く
る
。
も
ち
ろ
ん
良
さ
も
見

え
た
け
れ
ど
。

歩
道
の
平
日
閉
鎖
に
し
て

も
、
こ
の
橋
を
守
る
た
め

に
、
市
民
が
我
慢
と
ま
で
は

言
え
な
い
に
せ
よ
、
一
定
の

不
便
さ
は
受
け
入
れ
て
い
る

よ
う
に
思
え
た
。

素
敵
だ
な
あ
。
日
本
も
こ

ん
な
風
に
な
ら
な
い
か
な

あ
。別

れ
際
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
氏

か
ら
ビ
ッ
グ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
あ
っ
た
。
実
際
に
Ｇ
Ｇ
Ｂ

で
使
わ
れ
た
リ
ベ
ッ
ト
で
あ

る
。孔
食
も
し
て
お
り
、さ
び

マ
ニ
ア
に
は
こ
れ
以
上
の
物

は
な
い
贈
り
物
に
な
っ
た
。

前
日
に
Ｇ
Ｇ
Ｂ
の
土
産
屋

さ
ん
で
リ
ベ
ッ
ト
の
レ
プ
リ

カ
が
売
っ
て
い
た
が
、
買
わ

ず
に
良
か
っ
た
！
！

◇

◇

そ
の
前
日
は
日
曜
だ
っ
た

の
で
、
レ
ン
タ
ル
自
転
車
で

Ｇ
Ｇ
Ｂ
を
堪
能
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

観
光
名
所
「
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
マ
ン
ズ
ワ
ー
フ
」
の
近
く

で
借
り
、
海
沿
い
を
さ
っ
そ

う
と
Ｇ
Ｇ
Ｂ
へ
。
途
中
に

は
、
橋
梁
＆
さ
び
マ
ニ
ア
の

心
を
あ
お
る
様
々
な
「
障
害

物
」
が
あ
り
、
丘
を
登
る
き

つ
さ
に
は
何
回
か
心
が
折
れ

そ
う
に
な
り
な
が
ら
。

到
着
す
る
と
、
様
々
な
角

度
か
ら
Ｇ
Ｇ
Ｂ
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
歴
史
を
間
近
で

体
感
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

こ
れ
以
上
の
至
福
は
な
い
！

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
訪

れ
る
橋
梁
マ
ニ
ア
に
は
、
ぜ

ひ
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
で
Ｇ

Ｇ
Ｂ
を
満
喫
し
て
ほ
し
い
。

運
動
不
足
の
お
じ
様
達
に
は

少
し
こ
た
え
ま
す
が
。

横

河

ブ

リ

�
ジ

ホ
�
ル
デ
�
ン
グ
ス

社
長
に
高
田
氏

コ
ロ
ナ
対
策
の
ユ
ニ
�
ト
ハ
ウ
ス

ア
ク
テ
�
オ
が
レ
ン
タ
ル
開
始

高田氏

主構の維持管理状況はどうかな？

寄 稿

ＧＧＢの足場で現場の人たちと。左から
中島、片山、右端に小寺の各氏

図図 11

当
時
、
既
に

鋼
床
版
3
径
間

連
続
斜
張
橋
と

し
て
設
計
が
完

了
し
て
い
た
。

折
し
も
、1
9
9
7
年（
平

成
9
年
）
4
月
に
政
府
の
関

係
閣
僚
会
議
で
「
公
共
工
事

コ
ス
ト
縮
減
対
策
に
関
す
る

行
動
指
針
」
が
策
定
さ
れ
、

同
年
度
か
ら
3
年
間
で
公
共

工
事
コ
ス
ト
を
少
な
く
と
も

10
％
以
上
縮
減
す
る
こ
と
を

目
指
す
目
標
が
掲
げ
ら
れ

た
。こ

の
橋
も
対
象
と
さ
れ
、

形
式
か
ら
見
直
す
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。

地
質
状
況
か
ら
す
れ
ば
、

基
礎
工
の
基
盤
面
が
地
表
か

ら
17
〜
18
ｍ
と
比
較
的
浅

く
、
基
礎
は
場
所
打
ち
杭
で

対
応
可
能
で
あ
り
、
下
部
工

か
さ

工
費
は
そ
れ
ほ
ど
嵩
ま
な

い
。
コ
ス
ト
縮
減
は
、
上
部

工
の
支
間
長
を
い
か
に
縮
め

ら
れ
る
か
に
か
か
っ
て
来

る
。河

川
条
件
（
図
1
）
か
ら

川
の
中
に
橋
脚
は
設
置
で
き

な
い
。
河
川
幅
は
約
60
ｍ
、

斜
角
約
45
度
で
横
過
す
る
た

め
、
河
川
部
の
支
間
長
は
、

少
な
く
と
も
60
×
√
2
＝
85

ｍ
程
度
と
な
る
。

ま
た
、
両
岸
の
堤
防
上
は

管
理
用
道
路
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
橋
脚
の
梁
等
が
建
築

限
界
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

支
間
長
か
ら
河
川
部
の
形

式
は
鋼
箱
桁
、
橋
脚
は
鋼
橋

脚
と
し
て
主
桁
と
剛
結
、
梁

を
な
く
す
ラ
ー
メ
ン
構
造
に

し
て
建
築
限
界
を
確
保
し

た
。さ

ら
に
、
左
岸
堤
防
の
橋

脚
に
つ
い
て
は
、
堤
防
の
川

面
法
面
に
橋
脚
を
設
置
、
Ｈ

Ｗ
Ｌ
幅
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
橋
脚

を
前
に
出
し
て
支
間
長
を
縮

め
た
。

こ
の
た
め
、
橋
脚
は
円
形

断
面
と
し
、
堤
防
補
強
の
た

め
の
裏
腹
付
け
盛
土
を
行
な

っ
て
鞘
管
構
造
を
採
用
し

た
。
フ
ー
チ
ン
グ
上
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
円
筒
を
置

き
、
橋
脚
躯
体
と
の
間
に
空

隙
を
設
け
て
橋
脚
振
動
を
堤

体
に
伝
え
な
い
よ
う
に
す
る

構
造
で
あ
る
（
図
2
）。

右
岸
側
橋
脚
は
用
地
制
約

が
あ
っ
て
裏
腹
付
け
盛
土
が

で
き
な
い
た
め
、
堤
防
法
肩

を
犯
さ
な
い
、
通
常
の
位
置

に
設
置
し
た
。

こ
う
し
て
、
河
川
を
跨
ぐ

支
間
長
は
87
・
2
ｍ
ま
で
縮

小
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
を
中
央
径
間
と
し
て
河
川

部
の
形
式
は
3
径
間
連
続
ラ

ー
メ
ン
箱
桁
と
し
、
側
径
間

は
端
支
点
に
負
反
力
が
生
じ

な
い
程
度
の
側
径
間
長
を
確

保
す
る
こ
と
と
し
た
。

一
方
、
陸
上
部
で
の
経
済

支
間
長
は
、
上
部
工
を
連
続

鋼
鈑
桁
、
下
部
工
を
場
所
打

ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
と
し
て

検
討
し
た
結
果
、
約
35
ｍ
に

な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
橋

長
3
8
9
ｍ
と
し
て
、
支
間

割
は
（
34
・
75
+
36
・
0
+

36
・
0
+
34
・
75
）
+
（
66

・
1
+
87
・
2
+
53
・
3
）

+
36
・
4
と
決
定
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

柳澤昭洋さん

図図 22

アプローチの下部で
レンタサイクルが左に

訂
正

4
月

15
日
付
5
面

「
Ｔ
Ｒ
Ｓ

鋼

橋
疲
労
を
解

決
」の
記
事
で
、

写
真
「
Ｔ
Ｒ
Ｓ

を
使
っ
た
補
強

後
の
櫃
石
島

橋
」
は
上
下
が

逆
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正

写
真
を
掲
載
し

ま
す
。

写
真
は
、
本

州
四
国
連
絡
高
速
道
路
会
社

提
供
で
し
た
。

訂
正

4
月
15
日
付
7
面

「
大
林
組
・
防
水
性
能
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
床
版
を
開

発
」
の
記
事
で
、
見
出
し
は

「
東
日
本
高
速
と
共
同
で
」

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。
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